
神⼾電⼦専⾨学校 アドミッションポリシー 

ステイトメント 

＜校訓＞ 誠実努力 
 
＜教育理念＞ 人間力と品位を有する専門職業人を育成する。 
 
 

 神⼾電⼦専⾨学校 ステイトメント 2021.6.25 

 

 
 

ステイトメントの背景 

我が国の産業界そして社会は、広くデジタル技術を取り⼊れ、その情報化、ソフトウ

ェア化を進めることで発展を遂げて来ました。本校も幅広く ITからサウンドエンジニ

アリングに⾄るまで、特に実装⾯でのデジタル技術教育を深化させ、専⾨職業⼈の輩

出に邁進してきました。 

2010年頃からは、このデジタル技術そのものや、これと他技術との横断的な結びつき

が指数関数的に進化し、激しき社会変化が到来することが予⾒されだしました。本校

は機を逃さずこれを学校教育のチャンスと捉え、全校をあげて多様な価値観との共創

でもって新たな価値を築いていける⼈材 [ クリエイティブ・エンジニア ] の養成へ

と舵をきることとしました。様々な教育実験を繰り返すうち、国の 2020教育改⾰と

の符合、産業界ニーズの変化と相まり、新たな教育と職業の連続性を⾒据える事とな

り今に⾄ります。     2021.4.1  

ADMISSION POLICY 
（学⽣募集⽅針） 

Hackmind 
 

「好奇⼼」⾼き者 

DIPLOMA POLICY 
（卒業判定⽅針） 

A Creative Engineer 
with Hackmind 

 
クリエイティブ・エンジニア 

（新たな視点を持ち、常識を超え続ける） 

CURRICULUM POLICY 
（教育⽅針） 

Learn by Creation 

創って学ぶ 

まずは仕様通りにものが造れるようになる。 

次に多様な価値観との共創により、触発して得たアイディアを練り

込んだものを創り、必要な知識技術を⾼め、深く学ぶ。 

Hackmind︓ものごとの仕組みを知りたがる、常識を疑う、技術を公開する 



ミッション 

 
 
 
アドミッションポリシー 

今後の AI時代、仕事を含めた⼈間活動が部分的に⾃動化されていく可能性が⾼まる

中、⼈にとり最も⼤切な価値、あらゆる職能の根幹は、その好奇⼼にあると考える。

これはあらゆる専⾨職業⼈の要件とも符合する。また今後、ゼネラリストの価値が下

がり、⼈は皆何らかのスペシャリストとして他者との違いを⾒いだす必要が予測され

ることからあらゆる社会⼈の根幹要件ともなってくると考える。 

よって以下を満たす者をこれからのあらゆる職業⼈としての、また本校にとっての優

秀者として定め、これを広く求める。 
 

［好奇⼼⾼き者］ 

・物事の仕組みを知りたがり、これを調べる癖がついている 

・主体的に考え、⾏動する癖がついている 

・多様な価値観との出会いやそれらとの共創に向かうことに抵抗がない 

Creative Engineering 
クリエイティブ・エンジニア 養成 
 
神⼾電⼦専⾨学校が 

社会に存在する意味は 技術教育 であり、 

「技術⼒」と「創造⼒」を併せ持つ専⾨職業⼈を育成するため 

「基礎・専⾨・実務」による 共創プログラム を通じて、 

未来に対応できる「⼈間⼒（=逆境⼒）」を提供します。 


